
	日常生活の情報
	アセスメント事前課題
①―２


	活動

1. 覚醒：覚醒の状態（パターン、薬物の影響）
2. 活動の意欲：活動へ向かう意欲の程度と影響する要因
3. 活動の個人史：過去から現在に至るまでにどのような活動をしてきたか
4. 活動に見出す意味：活動を通して何かを得たいと望んでいるか
5. 活動の実際：現在している活動の内容と活動するための耐久性
6. 活動の発展：活動を通してどのような可能性が見出せそうか

治療・ケア環境












	分析・解釈


	休息

1. 睡眠：睡眠の状態（障害の有無やパターン）
2. 身体的休息：身体の疲労回復状況と影響する要因
3. 心理的休息：緊張やストレスの状態と対処方法
4. 社会的休息：役割や人間関係にともなう負担とその解消法
5. 霊的休息：霊的な鎮まりや満足（宗教的な活動とは限らない）
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	分析・解釈


	食事

1. 食事準備：食事のメニューや配膳のしかた
2. 食欲：食欲不振と過多のバランス
3. 摂食動作：食物の認知から口腔へ運ぶまでの一連の動作、姿勢の保持
4. 咀嚼・嚥下機能：歯や口腔内の状態、唾液量、舌の運動、
むせの状態、不顕性誤嚥の徴候
5. 栄養状態：摂取量、体重、検査結果（血液データなど）
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	分析・解釈




	日常生活の情報
	アセスメント事前課題
①―３


	排泄

1. 尿・便をためる：溢流や切迫症状の有無
2. 尿意・便意：知覚異常の有無、伝達の障害
3. 排泄動作：トイレへの移動、着脱衣、後始末
4. 尿・便の排出：姿勢保持、努責、排出困難の有無
5. 尿・便の状態：量、回数、性状
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	分析・解釈


	身じたく

1. 清潔：皮膚と口腔内の状態、入浴動作や口腔ケアの実施状況
2. 身だしなみ：更衣、洗面・整容の実施状況
3. おしゃれ：好みの服装や髪型
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	分析・解釈


	コミュニケーション

1. 手段：話し言葉、書き言葉、身振りなどのサイン、感覚器の障害の有無
2. 相手：同室者や職員、来訪者との様子
3. 内容：やり取りの内容
4. 目的：やり取りから得ているもの・得たいもの
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	分析・解釈




対応力向上編（事例検討）

